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１．概要 

 ｐｏｐＬＡソフトウエアは、Ｌｏｓｓ Ａｌａｍｏｓで作成されたＯＤＦでＨａｒｍｏｎｉｃと 

ＷＩＭＶ法がサポートされているＯＤＦ解析ソフトウエアであり、Ｄｏｓベースで動作する。 

（WIMV は開発者の名前で、Williams method ,Imhof method を Matthies と Vinel が結合） 

   リガクＲＩＮＴ２０００で測定したＴｉ（六方晶）の解析を行ってみる。 

   PFtoODF3 ソフトウエア Ver8.11）は、C:¥CTR¥work¥PFtoODF3¥popla80.txt ファイルが存在すると 

   α領域を 1 点外挿する機能が働きます。（α0->75 のデータを 0->80 に拡張する） 

２．入力データ 

 測定装置 リガク製ＲＩＮＴ２２００＋多目的試料台 

   測定試料 Ｔｉ材 

３．測定極点図 

  

 

(100)    (002)   (101) 

  

４．ＡＳＣデータに変換する。 

 バイナリーデータ(raw)をテキストデータ(ASC)に RINT2000 付属のバイナリ->ASCII 変換 

  

  

 



５．ODFPoleFigure2 ソフトウエア（CTR ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄｳｴｱ）で正極点データ処理 

 

     複数のファイルを選択  バックグランド補正    平滑化      RD 補正 

 

 Defocus（BG-defocus-mode）を指定  補正計算開始 

 

 計算結果ファイル（TXT2） 

  

 Ｃａｌｃで正極点処理が終了 

 



６．ｐｏｐＬＡ入力ファイルの作成 

 ＯＤＦをマウスクリックする。 

 

Material をマウスクリック 

 

Hexagonal－＞Titanium を選択して ReturnStructure をマウスクリック 

格子定数と軸比が表示され、極点図の指数チェックが行われる。 



 

ｐｏｐＬＡ－ＯＤＦを選択 

 

ファイル名をＴｉとしてｐｏｐＬＡ入力ファイルを作成 

 

 

 

ｐｏｐＬＡ用入力データ作成完了 



７．ｐｏｐＬＡ解析 

 popLA は Dos ベースのソフトウエアであるため、Windows-7(32Bit)のＤｏｓモードを使う。 

 popLA は C:¥X にインストールされている。 

 解析を行うデータは、C:¥X にＣｏｐｙする。 

 ７．１ ｐｏｐＬＡを立ち上げ 

  

  

 ７．２ 入力データをｐｏｐＬＡ補正データに変換 

  ｐｏｐＬＡは極点図の中心α＝０とした場合、０－＞８０の入力データを仮定している。 

 

 



 

 

 

 

Ｔｉを指定 

 

 

 

 

 

 



 

 ＴＩ．ＥＰＦファイルが作成される。 

 

 

Ｔｉ．ＥＰＦファイルを表示（ｐｏｐＬＡＴｏｏｌｓの popLADATAtoTXT2 ソフトウエア） 

 

 

 



  

 

 

 

上段：０－＞７５のデータから８０－＞９０のデータがＣｒｅａｔｅされている。 

下段：８０のデータを外挿した場合、 

本来、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う処理が含まれているが、既に、ODFPoleFigure2 ソフトウエアで 

処理しているので、ｄｅｆｏｃｕｓ補正データはすべて１．０として処理を行った。 

 

 



  ７．３ ＷＩＭＶ法の準備 

 

 

７．４ 六方晶、Ｔｉのパラメータファイル（ＷＩＭ）の作成 

一度作成すれば、後からＴｉ解析時に使用可能 

 

 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．５ ＷＩＭＶ法解析 

  

  

  

 Ｃｏｎｔｉｎｕｅ？ Ｎで打ち切る 



  

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ計算と再計算極点図が計算されている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ７．６ ＯＤＦ図の表示 ODFDisplay2 ソフトウエア（CTR パッケージ） 

  

  

  

  

 Hexagonal;を指定 



  

 popLA で、Ti.SOD を選択で、ODFMax=37.99 を示す。Disp でＯＤＦ図が表示 

         

  

         α=80 データを外挿した場合 

 ＯＤＦ結晶方位密度の最大値は、φ１＝０、Φ＝５５、φ２＝３０と表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．７ 再計算極点図の表示 

 

 

 

  α＝８０を外挿した場合 

 



 ７．８ Ｈａｒｍｏｎｉｃ解析 

 

 

７．９ 六方晶の指定、展開係数の計算 

 

  入力ファイルの指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   パラメータ指定 

 

結果が表示される。 

 



  計算された極点図 

  

 

 

 

表示 

 

 

 α＝８０を外挿した場合 

 



  ７．１０ Ｈａｒｍｏｎｉｃ法によるＯＤＦ図の計算 

  

 

 

 



 

 

 

７．１１ ODFDisplay2 ソフトウエアでＯＤＦ図の表示 

 

        α＝８０を外挿した場合 

 

 



  ７．１２ 再計算極点図 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   α＝８０を外挿した場合 

 


